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ファイナルレポート略語、用語集 
 
【略語・頭字語】 
1. COCHILCO：（Comisión Chilena del Cobre）チリ銅委員会 
2. CODELCO：（Corporación Nacional del Cobre de Chile）チリ銅公社 
3. CONAMA：（Comisión Nacional del Medio Ambiente）国家環境委員会 
4. COREMAS：（Comisiones Regionales del Medio Ambiente）地方環境委員会 
5. DCF：（Discounted Cash Flow）割引キャッシュフロー 
6. ENAMI：（Empresa Nacional de Minería）チリ鉱業公社 
7. IRR：（Internal Rate of Return）内部収益率 
8. LME：（London Metal Exchange Market）ロンドン金属取引所 
9. LME-spot：ロンドン金属取引所での現物取引価格 
10. MIDEPLAN：（Ministerio de Planificación y Cooperación）企画協力省 
11. NPV：（Net Present Value）：正味現在価格 
12. RCU：（Rate of Capacity Utilization）操業率/対設備能力稼働率 
13. SAG：（Servicio Agrícola y Ganadero）農業・牧畜事業所 
14. SEIA：（Sistema de Evaluación de Iｍpacto Ambiental）環境評価制度 
15. SERNAGEOMIN：（Servicio Nacional de Geología y Minería）地質鉱業国家事業所 
16. SX-EW：（Solvent Extraction-Electrowinning）溶媒抽出・電解 
 
 
【用語集】 
        <処理技術関係> 
1. 選鉱(Mineral processing)：鉱物間の粒度、比重、界面の濡れ性（疎水性/親水性）、

磁性、界面の導電性等の物理的特性の差を利用し、対象鉱物だけを分離、採収する

もの。順に、分級、比重選鉱、浮遊選鉱、磁力選鉱、静電選鉱等の技術がある。選

鉱での精鉱を製錬し、金属の地金を得る。 
2. 酸化鉱(Oxide ore)：本来は酸素と結合している鉱物に係る鉱石を言うが、本書では

その他、水酸化鉱物、硫酸塩鉱物、燐酸塩鉱物、炭酸塩鉱物、ハロゲン化鉱物、珪

酸塩鉱物等の、硫化鉱物以外の鉱物に係る鉱石をいう。銅鉱物では、珪孔雀石

(CuSiO3･nH2O)、孔雀石(CuCO3･Cu(OH)2) 他が該当する。 
3. 硫化鉱(Sulphide ore)：主に、硫黄(S)と結合している鉱物に係る鉱石を言う。銅鉱物

では、黄銅鉱(CuFeS2)、輝銅鉱(Cu2S)、銅藍(CuS)等が該当する。 
4. 置換沈殿（いわゆるセメンテイション）法(Precipitation(Cementation) process)：本書

では、酸化銅鉱に対し、破砕(Crushing)→塊状化(Agglomeration)→浸出(Leaching)→
置換沈殿により沈殿銅(Copper precipitate(Cement copper))を生産するもの。電気銅に

は、その後乾式製錬(熔錬→製銅)→電解精製が必要。 
 
 
 



5. 溶媒抽出－電解採取(SX-EW)法(Solvent-Extraction－Electro-winning process)：本書で

は、酸化銅鉱、二次硫化銅鉱[後述]に対し、破砕(Crushing)→塊状化(Agglomeration)
→浸出 (Leaching)→溶媒抽出→電解採取、即ち湿式製錬のみにて、電気銅

(Electrolytic copper(Cathode copper)を生産するもの。 
6. 原単位(Unit consumption)：単位量、例えば原鉱 1t に対する、消費量。 
7. 一次硫化銅鉱(Primary sulphide copper ore)：本源的な造岩作用又は鉱化作用の際に生

成したものを一次鉱物といい、銅鉱物では黄銅鉱 等が該当する。 
8. 二次硫化銅鉱(Secondary sulphide copper ore)：一次鉱物生成の後に、加わった作用、

即ち二次硫化物富化作用等により生じた二次鉱物をいい、銅鉱物では輝銅鉱、銅藍 
等が該当する。 

9. 浮遊選鉱（浮選）法(Flotation process)：本書では、硫化銅鉱に対し、破砕(Crushing)
→摩鉱(Grinding)→浮選により銅精鉱(Copper concentrate)を生産するもの。電気銅に

は、その後乾式製錬(熔錬→製銅)→電解精製が必要。 
 

        <経済関係> 
10. 外部経済（効果）：他の経済主体の利益なること 
11. 外部不経済：他の経済主体の不利益になること 
12. 環境負債：過去の汚染による蓄積公害 
13. キャシュコスト（Cash Cost）：営業費用から減価償却費を差引いたコスト 
14. 正味現在価値（NPV）：各年度の名目キャシュフローを資本コストレートで割引合

計したもの 
15. 内部収益率（IRR）：初期投資額と将来のキャシュフローの現在価値が同額にな

る時の割引率 
16. 埋没コスト（sunk cost）：どの解決策を採用しても金額が変化しない原価 
17. 割引キャシュフロー（DCF）：プロジェクトから発生する各年のキャシュインフ

ローを現在価値に引き直すことによって、プロジェクトへの投資の可能性やタイ

ミングを計算する 
 
 

【単位】 
1. CH$：ペソ（チリ通貨） 
2. CH$/Ha ：ペソ/ヘクタール 
3. CH$/mt ：ペソ/トン 
4. CH$/US$：ペソ/米ドル 
5. dmt：乾量トン 
6. dmt/month：乾量トン/月 
7. dmt/year：乾量トン/年 
8. fmt：含有金属トン 
9. Ha：ヘクタール 
10. kg/m3：キログラム/立方メートル 



11. m3：立方メートル 
12. m3/day：立方メートル/日 
13. mt：トン 
14. mt/month：トン/月 
15. mt/year：トン/年 
16. US¢/lb：米セント/重量ポンド 
17. US$：米ドル 
18. US$/dmt：米ドル/乾トン 
19. US$/kg：米ドル/キログラム 
20. US$/m3：米ドル/立方メートル 
21. US$/mt：米ドル/トン 
22. US$/year：米ドル/年 
23. US$-lb/US¢-mt：米ドル-重量ポンド/米セント-トン 
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